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05 Vol.6 March 2017
　本研究所と復旦大学がん研究所による第６回ジョイントシンポジウム（腫瘍生物検討会）を上海において開催しました。
復旦大学がん研究所の叶所長と本研究所の大島 正伸所長による開会挨拶につづいて、本研究所から、善岡 克次教







　第21回日韓がんワークショップが、“Towards Collaborative Cancer Research between Japan and Korea: 
from Genes to Precision Medicine”をテーマに、2016年12月23日にソウル市にある国立がんセンターで開催されました。
本ワークショップは、韓国がんセンター研究所のEun Jung Park先生およびGeon Wook Kang所長、日本側は国立がん
研究センター研究所の牛島 俊和先生、本研究所の大島 正伸所長により、３施設合同シンポジウムとして開催されました。
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　中山助教は、"Nuclear mutant p53 R270H promotes 
Wnt/β-catenin signaling to induce aberrant and 
invasive intestinal tumor glands"、また越前博士研究
員は"Functional analysis of Nox1 complex/ROS in 














国際シンポジウム「The international academic seminar 










































































構 造 と 機 能 と 縁

























































































































2017年  1月  6日
遺伝子・染色体構築・平尾教授の研究グループによる脳腫瘍幹細胞のエネルギー代謝に関する研
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金沢駅から金沢大学行きバスに乗車　金沢大学自然研前で下車、約３０分
角間キャンパス がん進展制御研究所
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　こちらに配属され、1年半が経とうとしておりますが、自分の中でご縁を感じ仕事をさせて頂いております。
実は3年前に母が「がん」と診断され入院し、最初はがん細胞のあまりの大きさに手術が出来ず、抗がん剤
を使っての治療となりました。看病する家族も結束し自分たちのできることを精いっぱいしましたが、病気と
闘う母を見守るしかできないもどかしさを感じました。
　抗がん剤の副作用の1つに味覚が分からなくなるということがありますが、母の場合吐き気はあまりなく、
あれが食べたいなどと食欲があったことが何よりも幸いしました。抗がん剤も母に合っていたようで、がんが
劇的に小さくなり手術もでき、おかげさまで現在完治しております。今がん進展制御研究所にて、がん研の
先生方や全国各地におられる共同研究の先生方と微力ながら関わらせていただいておりますが、先生方
の日々弛まぬ研究のおかげで今があるのだと大変感謝しております。この場をお借りし、お礼申し上げま
す。また母の主治医だった先生も更なる高みを目指し、金沢大学の院生として再度勉強に励まれているこ
とをシンポジウムで再会し知りました。この嬉しい再会は、なお一層ご縁を強く感じた出来事です。（さ）
